
 

2026年12月期 第2四半期決算説明会 質疑応答の要約 
 
2026年8月14日に開催した決算説明会において、参加者の皆さまから頂いた質問をまとめたものです。GMOイン

ターネットグループCFOの安田、グループ常務執行役員の稲垣、GMOサイバーセキュリティ byイエラエ専務取締役
COOの大越、GMOあおぞらネット銀行代表取締役会長の金子、GMO AI&ロボティクス商事の金より回答させてい
ただきました。なお、一部IR部門にて回答を補足させていただいております。 

 

●株主還元 

【Q1】 資料に記載の300億円の自己株式取得枠は、GMOインターネット株式売却益からの逆算

で決定されたのでしょうか。また、今後も同規模の株主還元を期待してよいのか、それ

とも今回が特別な対応なのか、教えてください。加えて、キャッシュ利益を全額自己株

買いに回した背景は、AI・セキュリティ投資をファイナンスなしでオーガニックキャッ

シュフローで十分に賄えるという理解でよいでしょうか。 

【A1】 今回の300億円の枠は、GMOインターネット株式売却により得たキャッシュ利益（税引

後ベースで概算300億円程度）を原資として設定しました。長期目標である約3,800万

株の自己株式取得については、株価上昇もあり今回の枠を消化してもなお到達しない状

況のため、当面は最終利益の17%を自己株式取得に充当する方針を継続します。配当に

ついては現時点で具体的な方針は未定であり、決定次第ご案内します。なお、AI・セキ

ュリティへのトランスフォーメーションはファイナンスなしでもオーガニックなキャッ

シュフローで十分に賄えるとの理解で問題ございません。（安田） 

 

●連結業績 

【Q2】 今期の業績における一過性要因について、内訳を教えてください。また、通期15%成長

にどのように近づけていくのでしょうか。 

【A2】 一過性要因はGMOグローバルサインHDに関する内容（SSL期ズレ、一時的開発費用

増）に加え、事業には関係ない資本取引（GMOインターネット株式売却）に伴う一時的

税金費用が約5.6億円発生しています。また、広告メディア事業における前年同期の特

需に対する反動減も今期の伸びを押し下げています。なお、期ズレについては4Qで計

上見込みです。一方、FX・暗号資産等のフロー収益の市況変動は毎期発生し得る構造的

な特性です。インフラの岩盤ストック収益を中心に15%の持続的な利益成長は十分可能

だと考えています。15%成長については事業利益ベースで考えています。また、持分法

適用会社であるGMOあおぞらネット銀行の最終利益への貢献度も年々高まっており、通

期の利益成長を支える一因となっています。（安田） 

 

●セキュリティ事業 

【Q3】 ブランドセキュリティ事業の2Qの状況を教えてください。 



 

【A3】 前期比で利益ベース約2.5億円の押し下げとなっています。ブランドセキュリティ事業

は大口顧客の受注有無により四半期ごとの業績にブレが生じやすい事業特性があり、加

えて今期は「.貴社名」プロモーションへの先行投資も実施しています。（稲垣） 

 

【Q4】 GMOサイバーセキュリティ byイエラエの業績について、上半期の進捗と通期見通しを

教えてください。 

【A4】 同社は1Qが繁忙期、2Qが閑散期という季節性があり、1Qは大幅に目標を上回る形で進

捗しました。2Qは当初赤字を想定していましたが、ほぼトントンの水準で着地してい

ます。通期では、パイプラインが順調に伸びており、売上は当初予定比ほぼ100%強、

営業利益は当初予定比35〜40%程度の上振れで着地する見通しです。（大越） 

 

【Q5】 AI駆動型ペネトレーションテストツール（Mythos等）の普及により、脆弱性診断の需

要は今後どうなるでしょうか。 

【A5】 AIツールは診断能力の一部を代替できますが、安全に使いこなすにはセキュリティを理

解した人間の介在が必要です。フロンティアAIをガイドラインに沿って活用しつつ提供

する体制であるため、市場としてはむしろ追い風になると考えています。（大越） 

 

●AI・ロボティクス 

【Q6】 ユニツリー製のヒューマノイドロボットの販売が伸びた場合、GMO AI&ロボティクス

商事のどのセグメントに売上・利益が計上されるのでしょうか。事業の見通しについて

も教えてください。 

【A6】 契約主体はGMO AI&ロボティクス商事（GMO AIR）であり、まず同社で売上・利益を

計上します。加えて、販売取次を行ったグループ各社でも売上・利益を計上する設計で

す。単なる転売ではなく、保守・インフラ利用・セキュリティ等でストック収益を積み

上げる方針で、現状のセグメントは「その他」ですが、将来的に新セグメント化する可

能性もあります。（安田／金） 

 

【Q7】 Unitreeは中国製ヒューマノイドですが、安全性はセキュリティウェアでカバーする建

付けでしょうか。自衛隊への納入はその点が評価されたのでしょうか。 

【A7】 機体の出自で安全性を判断していません。GMO SAFEでは機種ごとにリスクを評価した

上で、情報が外部に出ない運用環境を設計・監視するサービスを提供しています。ロボ

ットごとに仕立てたセキュアな運用環境＝「ロボットに着せるセキュリティウェア」に

よって情報を保護し、安全な運用を実現しています。なお、自衛隊への納入はヒューマ

ノイドロボットではなく、GMOインターネットグループのセキュリティ力が評価された

ものと受け止めています。（金） 



 

 

●GMOあおぞらネット銀行 

【Q8】 資料冒頭でGMOあおぞらネット銀行に言及したのは、グループ成長への同行の寄与が高

まることを意味するのでしょうか。グループ連結業績への同行寄与のメカニズム、具体

的に伸びている収入、そしてメインバンク増加率3年連続1位の背景についても教えてく

ださい。 

【A8】 同行はGMOあおぞら銀行との50:50合弁で持分法適用会社であり、最終損益の50%を

持分法投資損益として取り込みます。事業利益・営業利益には反映されないため見えに

くいですが、他の連結子会社と同様の利益インパクトを与えています。（安田） 

 

GMOあおぞらネット銀行は2021年7月に法人顧客特化戦略へ転換（第二創業）し、経

営資源を法人顧客の利便性向上・新体験創造に集中したことが成長の起点です。ネット

銀行初のサービスを多数展開しており、その新規性・利便性からメインバンクとして選

ぶ法人顧客が増加し、調査で3年連続増加率1位となっています。決済・デビットカード

利用から生まれる役務収益（ストック型）と、決済利用に伴う法人預金増加による資金

収益の両方が伸長しています。今後はフロント画面のAI化によるパーソナライズ、銀行

APIのAI開発接続対応など「AI銀行化」を進め、法人顧客の利便性向上を通じて中長期

的な業績寄与拡大を目指します。（金子） 

 

以上 


